
隣接小学校において、小小連携特配を活用している例（一部教科担当制）

校名 みどり市立大間々北小学校 みどり市立福岡中央小学校

学級 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 特支 計 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 特支 計

数 学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３ 学級数 １ ０ １ ０ １ １ ２ ６

特配 理科専科（大間々北小置籍 週１９時間）

教員

活用 ◯毎週月･水･金曜日は大間々北小学校で一日勤務 ◯毎週火･木曜日に福岡中央小で勤務

状況 ◯５、６年、特別支援の理科（３時間×４学級＋１時間）を担当 ◯５，６年の理科（３時間×２学級）を担当

◯３学年以上で教科担当制（交換授業等により）

教 ＜算数＞ 国語 社会 算数 理科 音楽 家庭 外国語

４～６年２学級を習熟度３クラスに分ける。 ３年１組（Ａ教諭） Ａ ＡＭ Ｂ Ｋ

科 １，２組担任＋教務＋ﾏｲﾀｳﾝﾃｨﾁｬｰで対応 ３年２組（Ｂ教諭） Ａ ＢＭ Ｂ Ｋ

下位クラスは教務＋ﾏｲﾀｳﾝﾃｨｰﾁｬｰ ４年１組（Ｃ教諭） Ｄ ＣＤＪＭ Ｃ Ｋ

担 ３年 各学級にﾏｲﾀｳﾝﾃｨﾁｬｰが入って TT指導 ４年２組（Ｄ教諭 Ｄ Ｃ Ｋ

５年１組（Ｅ教諭） Ｅ ＥＦＪＭ Ｌ Ｋ Ｋ Ｆ

当 ＜社会、理科＞ ５年２組（Ｆ教諭） Ｅ Ｌ Ｋ Ｋ Ｆ

３，４年 各学年内で交換授業 ６年１組（Ｇ教諭） Ｇ ＧＨＪＭ Ｌ Ｋ Ｋ Ｆ

制 ５，６年 理科専科と担任 ６年２組（Ｈ教諭） Ｇ Ｌ Ｋ Ｋ Ｆ

教務：Ｊ教諭 理科専科：Ｌ教諭 音楽専科：Ｋ教諭 ﾏｲﾀｳﾝﾃｨﾁｬｰ：Ｍ教諭

※詳細は右表参照

成 ◯職員の協働体制の推進

学級の枠をはずした習熟度別少人数指導を推進したことにより、職員間の相談する時間が増し、協働性が高められてきた。特にその中

果 心となる学力向上特配教員の果たす役割は大きい。

◯学力向上特配教員と各担任との連絡・協議の時間を定期的に確保し、担任の考えや思いを取り入れる時間も持ちながら実際の進捗状況と

課 計画のずれを早期に修正し、その後の指導の効果を上げられるように努めていく必要がある。

◯全職員の学力向上に対する共通理解をさらに図り、パワーアップタイムの学習や放課後補充学習に関して情報交換を進め、より効果的な

題 指導に結びつけたい。


